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     トヨタモビリティ東京株式会社 

公益財団法人 交通遺児等育成基金に 150万円を寄付 

 

 トヨタモビリティ東京株式会社 （社長 佐藤 康彦）は、6月 19日（月）に公益財団法人 交通遺児等育成

基金（小幡 政人会長）に 150万円を寄付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当社オリジナルの「メンテナンスチャリティー」とは、車検・法定点検のご入庫 1台につき 3円を交通遺児等

育成基金に寄付するというもの。自動車販売に携わる会社の責務として“交通事故 0”を目指し、交通安全

の取り組みに力を注ぐとともに、交通遺児等の健やかな育成を願い、2002年より継続的に行っている。今回

で通算 21回目、寄付総額は 2,000万円以上となった。 

 

 寄付式は 2年ぶりに対面で開催。交通遺児等育成基金の事務所にて式が執り行われ、当社から白野 哲

取締役常務執行役員が出席した。菅野専務理事は式の挨拶で、「毎年寄付していただいていることでコロ

ナ禍でも対策給付を設けることができた。最近では、物価の高騰に痛手を受けている交通遺児家庭が多い

ので引き続き有効に活用させていただきたい。」と述べ、継続的な寄付への感謝を伝えた。 

 

 当社は今後も、SDGs目標 3 『すべての人に健康と福祉を』 の達成に貢献すべく、“交通事故撲滅活動”

に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 
https://www.toyota-mobi-tokyo.co.jp/ 

ご取材の問い合わせ ： 総務部 総務企画室 広報グループ 益原 

TEL 03-5439-2430 FAX 03-5439-7633 

【目録と感謝状を持つ菅野専務理事（左）と当社白野常務（右）】 

https://www.toyota-mobi-tokyo.co.jp/

